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花崗岩質マイロナイトの歪軟化過程：大阪泉南地域領家帯の例
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　大陸地殻の変形は不均質で、剪断帯に変形が集中していることが多い。剪断帯の形成には、変形した岩石ほど変形
しやすくなるという何らかの歪軟化過程が必要で、力学的に軟らかい物質が伸長し連結することによる層状構造の形成、
構成鉱物の結晶学的定向配列の発達、破砕・変成反応・動的再結晶などによる細粒化に伴う変形機構の変化などが考えら
れている。花崗岩質マイロナイトは、大陸地殻中下部の剪断帯を構成する主要な岩石で、粗粒の長石ポーフィロクラスト
と層状構造を示す細粒基質からなる組織は、このような歪軟化過程を反映していると考えられる。ここでは、大阪泉南
地域の領家内部剪断帯である神於山マイロナイト帯を例として、花崗岩質マイロナイトの歪軟化過程について議論する。
　これらのマイロナイト類は、花崗閃緑岩を原岩とし、ほぼ上部緑色片岩相の条件で形成されたもので、おもに石英、

斜長石、カリ長石、黒雲母からなる。南に向かってポーフィロクラストの量比が減少するとともに細粒集合体からなる
層状構造が発達するという組織変化の特徴から、マイロナイト、層状マイロナイト、層状ウルトラマイロナイトの３つに
分けることができる。マイロナイトから層状ウルトラマイロナイトへの組織変化の主要な過程として、石英の動的再結
晶を伴う転位クリープ、黒雲母の細粒層状集合体の形成、カリ長石のミルメカイトによる置換と溶液移動を通してのカ
リ長石の沈殿、斜長石の破断とその間隙を充填するカリ長石の沈殿などが考えられる。また、歪軟化過程に関して整理
すると以下のようになる。
（1）これらのマイロナイト類は、斜長石・カリ長石・角閃石に比べ相対的に軟らかい石英と黒雲母がモードの 30-40

％を占め、層状構造が発達する以前からある程度連結していたと考えられる。
（2）ウルトラマイロナイトを含むすべての岩石で、石英集合体は転位クリープにより変形しており、結晶学的定向配
列の発達による軟化はあったとしても、石英集合体の細粒化による拡散クリープや粒界滑りなどへの変形機構の変化は
起きていない。
（3）斜長石・カリ長石・黒雲母・石英などからなる多相細粒集合体は、マイロナイト化が進むにつれてその量比が増
加し、層状構造を形成するようになるが、石英集合体よりも軟らかくなったとは考えにくい。
すなわち、これらのマイロナイトの主要な歪軟化過程は、ポーフィロクラストの細粒化と多相細粒集合体の形成による

と考えられるが、すべてのマイロナイト類で石英の転位クリープによる流動が基本的に物性を支配しており、マイロナ
イト化に伴う変化は、石英集合体と同程度に軟らかい細粒集合体の量比（石英集合体＋黒雲母集合体＋多相集合体）が
30-40％からほぼ 100％まで増加していくというもので、“急激な”歪軟化は起きなかったものと推定できる。
　以上は、かなり粗い議論ではあるが、花崗岩質岩の緑色片岩相上部における変形の一般的な特徴を示している可能

性がある。


